
そうじゃ  議会だより
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一
般
質
問

一
般
質
問地

・
食
べ
事
業
に
つ
い
て

問

地
・
食
べ
公
社
の
事
業
は
、

担
い
手
の
な
い
耕
作
地
を
代
行
す

る
業
務
と
野
菜
販
売
業
務
の
２
つ

あ
る
。
今
後
、
耕
作
で
き
な
い
人

が
増
え
て
く
る
。
代
行
業
務
は
荒

れ
た
田
ん
ぼ
を
作
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
多
少
の
赤
字
に
な
っ
て
も

行
う
べ
き
だ
が
、
野
菜
販
売
は
黒

字
に
な
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
だ
。

野
菜
販
売
の
集
約
・
集
荷
・
出
店

〈〈
西
　
森
　
頼
　
夫
〉〉

の
経
過
と
今
後
の
改
善
策
は
。

答

耕
作
地
代
行
業
務
は
約
50
万

円
の
黒
字
で
、
野
菜
販
売
は
約
５

５
０
万
円
の
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

　

野
菜
販
売
は
、
野
菜
の
収
集
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
陳
列
、
売
れ
残
り

の
回
収
な
ど
公
社
が
ほ
と
ん
ど
の

業
務
を
し
て
い
た
。
今
後
は
工
夫

研
究
し
、
改
善
し
た
い
。�（
市
長
）

選
挙
の
投
票
率

向
上
に
つ
い
て

問

投
票
所
に
行
き
た
く
て
も
交

通
手
段
が
な
く
て
行
け
な
い
と
い

う
人
の
た
め
に
、
投
票
所
行
き
と

し
て
雪
舟
く
ん
が
利
用
で
き
な
い

か
聞
き
た
い
。

答

期
日
前
投
票
に
、

雪
舟
く
ん
を
利
用
し

て
ほ
し
い
。
チ
ラ
シ

を
貼
っ
た
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
啓

発
し
た
い
。

　

雪
舟
く
ん
は
９
台

し
か
な
い
の
で
、
間

に
合
わ
な
く
て
、
行

け
な
い
人
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
投
票
日
の
運
行
は
不
適

切
だ
と
思
う
。�

（
市
長
）

健
康
政
策
に
つ
い
て

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
設
置
数
及
び
市
民
へ
の

周
知
徹
底
は
ど
う
か
。

答

全
て
の
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
関

連
施
設
等
約
50
箇
所
だ
。
講
習
も

年
間
50
回
以
上
し
て
い
る
。
今
後

は
各
支
所
や
出
張
所
に
設
置
す
る
。

�

（
以
下
市
長
）

福
祉
政
策
に
つ
い
て

〈〈
根
　
馬
　
和
　
子
〉〉

問

「
雪
舟
く
ん
」
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
問
題
点
は
何
か
。

答
７
月
は
一
日
平
均
２
５
６
人

乗
車
で
９
台
が
フ
ル
稼
働
し
た
た

め
経
費
が
６
４
０
０
万
円
を
超
え

た
。
乗
合
デ
マ
ン
ド
方
式
で
時
間

的
に
不
便
さ
が
あ
る
と
認
識
す
る
。

問

自
治
体
補
て
ん
型
で
は
、
将

来
、
支
え
き
れ
な
く
な
る
と
危
惧

す
る
。
民
活
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
研
究
し
て
、
市
も
利
用

者
も
業
界
も
活
性
化
す
る
方
法
が

研
究
さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
研
究

し
て
は
ど
う
か
。

答

研
究
し
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
実

態
と
、
雇
用
の
拡
大
に
伴
い
今
後
、

時
間
延
長
は
可
能
に
な
る
の
か
。

答

現
在
、
５
園
が
午
後
４
時
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
認
定
子
ど
も

園
へ
の
移
行
に
伴
っ
て
、
教
育
委

員
会
・
こ
ど
も
課
等
の
関
係
課
で

会
議
を
し
て
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
。�

（
教
育
長
）

公
衆
ト
イ
レ
の

清
掃
に
つ
い
て

問

管
理
体
制
は
ど
う
か
。

答

大
い
に
問
題
あ
る
。

�

（
以
下
市
長
）

問

見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

答

最
終
的
に
き
れ
い
な
ト
イ
レ

で
あ
る
た
め
に
、
総
社
ト
イ
レ
ぴ

か
ぴ
か
大
作
戦
で
合
併
浄
化
槽
な

ど
に
換
え
た
い
。

〈〈
村

木

理

英
〉〉

近
年
の
水
質
悪
化
に
伴
う

上
水
道
許
可
区
域
に
つ
い
て

問

行
政
区
域
と
上
水
道
認
可
区

域
の
考
え
は
ど
う
か
。

答

各
地
区
で
状
況
に
応
じ
て
対

応
す
る
。

問

配
水
管
の
布
設
、
配
水
築
造

等
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

事
業
計
画
は
見
直
す
必
要
が

大
き
い
意
味
で
あ
る
。

問

事
業
執
行
に
当
た
っ
て
コ
ス

ト
削
減
、
工
期
短
縮
の
工
夫
は
な

い
か
。

答

隣
接
す
る
岡
山
市
と
も
う
一

回
折
衝
す
る
。
貯
水
池
を
作
る
協

議
も
し
た
い
。

土
木
担
当
員

要
望
箇
所
に
つ
い
て

問

待
機
土
木
担
当
員
が
大
勢
い

る
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

ゆ
ゆ
し
き
状
況
で
あ
る
。

問

種
別
の
予
算
の
根
拠
は
何
か
。

答

均
一
に
す
る
た
め
、
改
良
は

各
担
当
員
一
区
域
を
目
標
に
し
て

い
る
。
緊
急
な
修
理
や
補
修
は
早

急
な
対
応
を
し
て
い
る
。

問

予
算
の
見
直
し
は
な
い
か
。

答

今
年
の
地
域
応
援
課
の
当
初

予
算
は
２
９
０
０
万
円
だ
が
、
来

年
度
か
ら
は
５
８
０
０
万
円
で
い

き
た
い
。

市
政
と
市
議
会
の

関
係
に
つ
い
て

問

市
政
と
市
議
会
の
関
係
に
つ

い
て
、
総
社
市
議
会
と
し
て
の
機

関
決
定
、
機
関
意
思
あ
る
い
は
団

体
意
思
に
つ
い
て
、
そ
の
重
み
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答

議
会
の
意
思
決
定
と
い
う
の

は
最
大
の
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
。
執
行
部
と
議
会
と

は
対
等
で
あ
り
、
独
立
で
あ
る
と

〈〈
萱
　
原
　
　
　
潤
〉〉

思
っ
て
い
る
。
議
会
は
最
高
の
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
市
政
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
市
長
）

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

教
育
は
国
家
百
年
の
計
と
言

わ
れ
る
。
教
育
行
政
の
最
高
責
任

者
と
し
て
、
総
社
市
教
育
行
政
の

推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿
勢
、

所
信
は
ど
う
か
。

答

先
生
の
数
を
増
や
し
質
を
高

め
、
そ
し
て
教
育
現
場
の
環
境
整

備
を
図
る
。
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
ち
意
見
の
多
様
性
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
10
年
先
を
見
据
え
て

今
何
を
や
る
か
を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
。�

（
教
育
長
）

市役所に設置されているＡＥＤ

雪舟くんの車内に貼られたチラシ

総社市議会議場（手前が議員席）

水質が心配な畑ヶ野地区（左は門田の水道水）


